
み
取
っ
た
糞
尿
を
肥
料
と
し
て
使
っ
て
い
た

時
代
で
、
農
家
か
ら
受
け
取
る
代
金
は
一
樽

50
銭
、
10
樽
で
５
円
。
し
か
も
１
日
に
２
、

３
回
は
運
べ
た
の
で
、
家
計
の
足
し
に
な
っ

た
。し

か
し
、
あ
る
日
く
み
取
り
先
で
、
急
に

馬
が
動
い
た
の
で
転
げ
落
ち
、
頭
か
ら
糞
桶

を
か
ぶ
っ
て
し
ま
っ
た
。
金
が
欲
し
い
か
ら

と
い
っ
て
、
こ
ん
な
糞
商
売
は
と
や
め
る
こ

と
に
な
る
。

こ
の
間
、
一
男
四
女
を
育
て
た
が
、
三
女

の
ハ
ル
は
１
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

春
治
郎
は
、
こ
の
間
の
生
活
ぶ
り
を
「
第

五
章
四
人
の
幼
子
を
抱
え
て
貧
魔
と
戦
う
」

と
し
て
田
植
や
、
蚕
の
飼
育
の
た
め
に
、
尋

常
３
年
生
の
子
を
欠
席
さ
せ
た
つ
ら
い
時
代

を
嘆
い
て
い
る
。

こ
の
こ
ろ
、
春
治
郎
の
人
生
に
特
筆
す
べ

き
、
成
田
町
の
糞
尿
問
題
が
起
き
た
。

問
題
の
発
端
は
、
遠
山
村
な
ど
の
農
民
が
、

成
田
の
糞
尿
は
、
く
み
取
ら
な
い
と
争
議
団

を
結
成
し
、
そ
の
人
数
が
約
２
０
０
人
に
及

ん
だ
こ
と
で
あ
る
。

春
治
郎
は
、
明
治
12
年
（
一
八
七
九
）、
久

住
村
成
毛
３
４
８
番
地
（
現
成
田
市
成
毛
）

に
父
小
泉
太
郎
左
衛
門
、
母
き
ん
の
二
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。

勉
強
好
き
で
小
学
校
が
な
い
時
代
、
遠
路

を
い
と
わ
ず
安
西
の
木
内
忠
亮
（
易
学
、
漢

学
）
の
塾
に
学
ん
だ
。

多
感
な
少
年
は
家
出
を
し
た
り
、
成
田
山

で
断
食
修
業
に
入
っ
て
上
人
を
夢
見
た
こ
と

も
あ
っ
た
。

青
年
期
に
は
青
年
団
を
結
成
し
た
り
、
当

時
、
ラ
ン
プ
で
暮
ら
し
て
い
た
区
に
電
灯
を

引
い
た
り
の
村
活
動
も
し
た
。
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成田ゆかりの人物伝（12）【武田春治郎】

昭
和
38
年
５
月
、
武
田
春
治
郎
著
の
「
私

の
一
代
記
」
が
出
版
さ
れ
た
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
と
三
代
を
経
て
き
た

85
歳
の
人
物
が
自
分
の
一
代
記
を
発
刊
し
た

わ
け
で
あ
る
。

「
実
を
い
う
と
昨
年
末
、
眼
光
炯
炯

が
ん
こ
う
け
い
け
い

と
し

た
一
老
人
が
、
米
屋
本
店
の
御
隠
居
さ
ん
の

紹
介
で
資
料
館
に
私
を
訪
れ
て
来
た
。
そ
し

て
ザ
ラ
紙
に
一
面
認
め
ら
れ
た
原
稿
を
示
し

私
の
一
生
の
記
念
を
本
に
し
た
い
の
で
、
見

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
原

稿
用
紙
に
書
か
れ
て
あ
る
な
ら
ば
と
も
か
く
、

こ
の
ま
ま
で
は
字
数
を
数
え
る
の
も
困
難
な

の
で
、
一
度
清
書
し
て
は
と
言
っ
て
別
れ
た
」

し
か
し
、
本
人
の
再
三
の
依
頼
と
熱
意
に
動

か
さ
れ
、「
序
に
寄
せ
て
」
を
書
か
れ
た
大
野

政
治
（
元
成
田
市
史
編
纂
委
員
長
）
の
親
身

な
協
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
お
も
し
ろ
い
人
物

伝
の
発
刊
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

勉
強
が
好
き
で

多
感
な
少
年

明
治
33
年
（
一
九
○
○
）、
成
田
市
和
田
の

武
田
鉄
太
郎
、
け
い
の
二
女
た
き
と
結
婚
。

当
時
、
武
田
家
は
田
が
４
反
歩
、
畑
と
山
林

で
３
反
６
畝
の
農
家
で
、
家
族
は
祖
父
母
、

両
親
、
妻
と
春
治
郎
の
六
人
で
あ
っ
た
。

春
治
郎
は
田
ん
ぼ
や
畑
の
借
入
れ
を
し
、

野
菜
行
商
や
養
蚕
業
も
し
た
が
、
経
営
の
苦

し
さ
は
変
わ
ら
ず
、
糞
尿
く
み
取
り
の
商
売

を
始
め
た
。
当
時
、
農
家
は
成
田
町
か
ら
く

成
田
町
の

糞
尿
問
題
を
解
決

武
田
　
春
治
郎
（
た
け
だ
・
は
る
じ
ろ
う
）

明
治
12
年
成
毛
に
生
ま
れ
る
。
和
田
の
武
田
家

に
婿
入
り
し
、
農
業
に
従
事
。
中
郷
村
村
会
議
員

に
な
り
、
多
く
の
問
題
解
決
に
力
を
注
ぐ
。
85
歳

で
自
分
史
「
私
の
一
代
記
」
を
発
刊
す
る
。



成
田
町
も
非
常
に
困
却
し
、
近
隣
の
村
長
、

区
長
を
招
い
て
調
停
に
乗
り
出
し
た
。

こ
の
と
き
の
中
郷
村
長
が
吉
岡
儀
助
（
大

正
10
年
４
月
18
日
〜
大
正
12
年
９
月
30
日
）

で
、
春
治
郎
は
区
長
で
あ
っ
た
。

成
田
役
場
に
は
羽
織
袴
の
旅
館
主
、
成
田

町
長
宮
崎
広
（
明
治
45
年
１
月
〜
大
正
13
年

８
月
）
八
生
村
長
大
沢
熊
五
郎
（
大
正
10
年

５
月
〜
大
正
12
年
８
月
）
公
津
村
長
鈴
木
亮

（
大
正
11
年
８
月
〜
大
正
12
年
４
月
）
成
田
警

察
署
長
ら
が
集
ま
っ
た
。

春
治
郎
は
こ
こ
で
「
私
は
争
議
団
員
で
も

な
く
扇
動
者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
糞
尿
は
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汚
い
物
で
あ
り
、
臭
気
も
甚
だ
し
い
も
の
で

す
。
ご
列
席
の
み
な
さ
ん
に
一
荷
百
円
を
や

る
か
ら
く
ん
で
く
れ
と
い
っ
て
も
誰
一
人
承

諾
す
る
者
は
い
な
い
は
ず
で
す
。
し
か
し
、

百
姓
は
一
荷
糯も

ち

白
一
升
ず
つ
旅
館
に
支
払
っ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
化
学
肥
料
が
で
き
た

今
日
、
あ
の
汚
い
も
の
を
重
労
働
を
し
な
が

ら
く
み
取
る
馬
鹿
は
い
な
い
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
糞
尿
問
題
が
起
こ
っ
た
の
で
す
。
従
っ

て
私
は
急
進
的
に
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

漸
進
的
に
無
料
と
い
う
事
に
皆
様
の
反
省
を

求
め
ま
す
」（
私
の
一
代
記
）

約
40
分
間
の
長
演
説
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
武
田
君
、
ぜ
ひ
こ
の
問
題
を
解
決
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
い
う
双
方
の
頼
み
で
最
終
的

に
は
「
漸
進
的
に
無
料
」
と
い
う
春
治
郎
の

案
で
解
決
を
み
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
春
治

郎
の
糞
尿
か
ぶ
り
の
ケ
ガ
の
功
名
で
あ
っ
た
。

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
孫
の
静
子
、
勇

が
誕
生
し
た
。

後
に
県
庁
職
員
と
な
る
勇
は
、「
吾
が
人
生

（
前
編
）」「
激
動
50
年
（
戦
後
県
庁
一
筋
の

道
）」
を
祖
父
の
一
代
記
に
見
習
っ
て
刊
行
し

て
い
る
。

昭
和
７
年
、
53
歳
の
こ
ろ
春
治
郎
は
、「
ラ

シ
ャ
ヤ
」
と
呼
ば
れ
て
当
時
イ
ワ
シ
で
好
況

な
九
十
九
里
方
面
に
、
外
套

が
い
と
う

、
洋
品
物
な
ど

中
郷
村
の

村
会
議
員
に

の
行
商
中
で
あ
っ
た
が
、
吉
岡
儀
助
元
村
長
、

吉
岡
義
孝
消
防
団
長
の
す
す
め
を
受
け
て
村

会
議
員
に
立
候
補
し
、
当
選
見
込
み
は
な
い

と
い
う
春
治
郎
で
あ
っ
た
が
、
31
票
を
得
て

第
３
位
で
当
選
し
た
。

初
村
会
で
春
治
郎
は
、
中
郷
村
財
政
の
軟

弱
、
中
郷
村
行
政
の
紊
乱

び
ん
ら
ん

、
村
長
に
な
る
馬

鹿
は
な
く
な
る
、
の
３
点
に
つ
い
て
演
説
を

し
た
。
特
に
、「
村
長
に
な
る
馬
鹿
は
な
く
な

る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
村

会
議
員
ら
が
会
合
の
後
、
酒
宴
を
行
う
が
、

そ
の
費
用
は
す
べ
て
村
長
持
ち
で
あ
る
。
こ

う
し
た
実
例
を
あ
げ
な
が
ら
、
“村
長
に
な
る

馬
鹿
は
な
く
な
る
”と
演
説
し
た
の
で
あ
る
。

第
２
次
村
議
会
で
春
治
郎
は
「
議
員
は
無

報
酬
た
る
べ
き
こ
と
」
と
い
う
こ
と
の
提
案

を
し
た
。
当
時
は
、
大
変
不
景
気
な
時
代
で

あ
っ
た
の
で
16
人
の
議
員
に
支
払
わ
れ
て
い

る
一
村
会
１
円
の
報
酬
、
合
計
16
円
を
な
く

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
動
議
を
提
出
し
た
の

子どもや孫に囲まれて（前列右より4人目が春治郎、昭和14年）

赤荻保育園正門左に立つ学校統合の「記念碑」

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
議
員
の
一
人
か
ら
20

銭
位
に
位
置
づ
け
て
は
と
の
動
議
が
あ
り
、

多
数
で
議
決
さ
れ
た
。
し
か
し
、
春
治
郎
は

一
人
80
銭
あ
て
合
計
12
円
80
銭
村
経
済
を
補

足
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
喜
ん
だ
。

２
年
生
議
員
に
な
っ
て
春
治
郎
は
赤
荻
役

場
よ
り
寺
台
ま
で
が
、
悪
い
道
路
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
米
屋
本
店
、
諸
岡
長
蔵
が
道
路
改

修
に
熱
心
な
こ
と
を
聞
い
て
陳
情
し
、
こ
の

道
路
改
修
を
成
功
さ
せ
て
い
る
。

３
年
生
議
員
に
な
っ
た
春
治
郎
は
、
有
志

と
計
っ
て
中
郷
村
の
分
教
場
の
合
併
問
題
に

取
り
組
ん
だ
。
中
郷
村
で
は
、
赤
荻
に
新
し

い
学
校
が
で
き
た
が
、
北
部
の
分
教
場
か
ら

は
こ
こ
に
入
学
せ
ず
、
村
の
学
校
は
南
北
に

分
か
れ
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。

春
治
郎
は
、
こ
の
学
校
統
合
問
題
に
も
力

を
注
ぎ
、
50
年
来
の
懸
案
を
解
決
す
る
。

こ
う
し
て
春
治
郎
は
奇
抜
と
も
思
え
る
人

物
で
あ
っ
た
が
、
公
共
心
と
村
政
へ
の
貢
献

に
は
敬
服
す
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。

昭
和
43
年
２
月
３
日
、
90
歳
で
安
ら
か
な

人
生
を
閉
じ
た
。

平
成
12
年
、
孫
の
藤
代
静
子
が
、
春
治
郎

の
「
私
の
一
代
記
」
を
自
分
の
子
孫
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
再
版
し
て
い
る
。（
文
中
敬
称

略
） 50

年
来
の
懸
案

学
校
統
合
を
実
現
さ
せ
る


